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「ふりかえり」に関するいろいろな『とは？』
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算数の時間には、子どもたちからいろいろな声が聞こえてきます。

それは、算数の中に、

考えるおもしろさ、発見する喜び、理解できたときの充実感など、

心が動く瞬間がたくさんあるからです。

本資料では、そんな心が動く瞬間を映し出した

子どもたちの「ふりかえり」をご紹介。

まっすぐで、のびやかで、ゆたかな「ふりかえり」を通して、

子どもたちの学びに思いをはせてみませんか。
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 4まいのいろいたでいろいろなきつねができました。

つぎはもっとまいすうをふやしてみたいです。
（※児童用PCに板書の写真が保存されており、写真を含めての振り返り）

1年 ひきざん

12－3の計算の仕方について考えた授業での振り返りです。前時まで減加法で考えて

いた子どもが、減加法に固執するのではなく、減々法のよさにも気づくことができた記

述です。また、ほかの計算の仕方も考えてみたいと、次時への学習の意欲につなげて

いるようすも見受けられました。

4枚の色板を使ってさまざまな形をつくる授業での振り返りです。教科書にあっ

た右の形をきつねに見立てて、そこから色板を回す、ずらす、ひっくり返す活

動を通して、さまざまなきつねをつくることができました。また、枚数を増やし

て考えたいと、学びを広げようとする姿勢が見られました。

1年 かたちづくり

詳しい
解説は
p.14

詳しい
解説は
p.14

12－3のけいさんのしかたは

 ・かぞえる（※数えひき）

 ・10からとる（※減加法）

 ・2とってのこり1をとる（※減々法）　がある

 2とって1とるほうがわかった。

ほかのとりかたももっとかんがえたい。
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分数は、何こかに分けた1つ分なんだなと今わかった。

分数で新しく知ったことは、分数はわり算みたいなものだと思った。

 3年生、4年生のべんきょうみたいなのを知ってうれしかった。

2年 九九のひょう 2年 分数

今日のべんきょうで大じなのは、

ボールのうごかしかたがちがうと、

しきがちがうくなるということです。こたえは同じです。

 Ａさんのやつがわたしはすきです。

なぜかというと書く数がすくないやつのほうがべんりだからです。

「ボールを動かすことで、正方形の形に変形することができる」という友だちの考えを聞

き、4×4＝16という1つの式に表して計算できること、ほかの考え方の式よりも簡単で

あることに気づいていることを振り返りから見取ることができました。図形と式を結びつ

ける見方・考え方を働かせながら学んでいるようすが伝わってきます。

「同じ数ずつ分ける」という操作を通して、分数の考え方を学習しました。子どもたちに

は、振り返りをかく際に大切にしてほしいポイントとして、「新しく知ったことを入れてみ

よう！」と伝えています。この子どもの振り返りには、未習であるわり算につながるのでは

という見通しも表れており、もっと知りたいという期待や意欲も感じられました。

詳しい
解説は
p.15

詳しい
解説は
p.15

12この 2
1 は6こ 12この 4

1  は3こ 12この 3
1  は4こ
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最初4つに分けた1つ分だから、4
1
 mだと思ったけど、

 0.5mっていう人がいてびっくりしました！

 0.5mって 2
1
 mのことってみんなが説明してくれて

なるほど～って思ったし、1mを元に考えないといけないから

 2mにだまされた！！と思いました。

3 年 わり算 3 年 分数

どっちも同じ12÷4なのに、

図で書いてみたりマグネットを動かしたりしたら

意味が全然違うことがわかってびっくりしました!

かけ算にすると、違う式になるのもなっとく！！

一人あたりの部分がかわってくるのがポイントだなと思いました。

包含除を学習した後、等分除と包含除の意味の比較をしました。12と4という同じ数が

使われていますが、図や操作で意味が違うということを子どもたちがとらえられたようす

です。今後の学習においても大事な内容であり、子どもたちが何度も説明をくり返しな

がら理解していくようすが印象的でした。

 2mのテープの 4
1
 の長さについて考えました。1mがもとになっていないことから色の

ついた部分を求める難しさがあります。授業ではまず、子どもたちに色のついたテープが

何mなのか予想してもらいました。その後、みんなの考えがなぜずれたのかを子どもた

ちのことばでつなぎ、テープを使って説明していきました。

詳しい
解説は
p.16

詳しい
解説は
p.16

2m

1m
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友達の発表を聞いて、角度は、ほじょせんなどを使うと、

 180°をこえている角の大きさを求めるむずかしい問題も

かんたんにとけることが分かった。

ほじょせんのひきかたも3パターンも考えられてうれしかった。

4 年 折れ線グラフと表 4 年 角と角度

折れ線グラフは、気温などの変わる物の変わり方が

一目で分かるよさがあった。

グラフの上がり具合や下がり具合、

そして急なところやゆるやかなところに注目すると、

気温の変わり方をくわしく調べられることが分かった。

前時に初めて知った「折れ線グラフ」を用いて、気温の変わり方を詳しく調べる学習を行

いました。季節ごとの気温の上がり下がりに注目したり、グラフの傾きに着目したりする

姿が見られました。このような子どもの気づきを、授業で関連づけることで、折れ線グラ

フで表現するよさを感じていました。

 180°より大きい角度のはかり方を考える学習を行いました。360°から小さい角度をひい

て解決したこの子どもは、友だちの発表をきっかけに、補助線を引くと、前時に学習した

分度器を使って角度を求められることに気づきました。すると、ほかの補助線の引き方も

ないかと考え、3パターン発見したことにうれしさを感じていました。

詳しい
解説は
p.17

詳しい
解説は
p.17
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正八角形を実際に書くのではなく、プログラミングを使って書く時には、

自分の思った通りに動かすことができないときがあるので、少し難しいと思った。

例えば、「右に135°回転させる」を入れたときに正八角形にならなかったのは

ネコが実際に書いていることを考えたときに右に135°回転すると右後ろに

進んでしまうので、（中略）「180°－135°＝45°」（※左に45°回転させる）と

考えれば正八角形を書くことができることが分かった。

また、Ｔさんが「360°÷8＝45°」で45°を出していたのは、正八角形以外の

どんな多角形でも成り立ことが分かったけれど、

どうしてその式で成り立つのかを

証明するのが難しいと思ったので、

次の次回にもっと深く考えてみたいと思った。

5 年 小数のわり算 5 年 正多角形と円

今日の内容は理解度（ ◎・○・△・×）でよくわかりました。

 10倍でもできるなら100倍、1000000000倍でもできるか

ためしたいです。  

で　ためしたら　　　　　 1080÷3.6

　1080000000000÷3600000000

＝1080000000000÷3600000000

できましたけれど計算のとちゅうで0をけせるので10倍が

 1番楽でした（笑）。

整数÷小数の計算について考えた授業での振り返りです。図をもとに比例の関係を見い

だし、「3.6ｍで1080円なら、36ｍなら10800円で……」と、比例の関係を活用してさ

まざまな長さのときの値段について考える姿がよく表れていました。また、4年で学習し

た計算のきまりを用いて考える姿も見受けられました。

 Scratchを使い、正八角形を作図するプログラミングについて考えました。「ネコの気

持ちになって、ネコの目線と進行方向から考える」という考えで角度の設定方法に気づい

た子どもの振り返りです。自分の考えだけでなく、友だちの考えについても振り返って、

疑問に思っていることを表現するようすが見受けられました。

詳しい
解説は
p.18

詳しい
解説は
p.18
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前回たてた式（※ 5
4

 × 3
2 ）を答えをどうやって求めるかをやったけど

わたしは最初数直線図でできると思ったが、うまくいきませんでした。

前回もやった数直線は式を求める時に、使うと便利だと思う。

面積図は、答えを求めるために便利でした。

それぞれにはその図の良さがあるから使い分けるのがいいと思いました。

6 年 対称な図形 6 年 分数のかけ算

平行四辺形は、線対称になるかまよったけど、

きょくたんな平行四辺形をかけば線対称でないことが分かった。

まよった時には、きょくたんな図形をかけばよいと思った。

正方形の対称の軸の数を調べたあと、

他の正多角形の軸の数を調べたら、「正」がつくものは、

そのあとの角のかずと軸のかずが同じということが分かった。

対称の視点から既習の四角形を見直す学習です。「平行四辺形は線対称かどうか」で

クラスの意見が分かれましたが、極端な平行四辺形をかくという発想で線対称ではない

ことが明確になりました。この子どもは、対称の軸の数を調べ終えると、自ら正多角形を

調べきまりを見つけました。次時ではこの振り返りを取り上げ授業が始まりました。

分数×分数（ 5
4

 ×3
2
 ）の計算の仕方を考える学習を行いました。数直線図を使って解決

しようと試みますが苦戦します。この子どもは、友だちの面積図の発想を聞くことで解決

に至りました。子どもの中で感じた、数直線図のよさと面積図のよさを振り返りにかい

ていました。

詳しい
解説は
p.19

詳しい
解説は
p.19
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1 年 ひきざん

1 年 かたちづくり

2 年 九九のひょう

2 年 分数

　繰り下がりのあるひき算は、繰り上がりのあるたし算

と同様、「計算の仕方」を考える学習です。ここでは、

正しい計算の仕方が複数考えられるので、「どの計算の

仕方で教えるか」という議論になることがあります。し

かし、この振り返りを見ると、この子どもは自分自身で

計算の仕方を選択できていることがわかります。　

　この子どもは、前時までの13-9や11-8といった減数が

 10に近い計算では、「10からとる（※減加法）」で計算し

ていたのでしょう。ところが、この時間の12-3の学習では、

 3つの方法があることを認めたうえで、「2とって1とるほう

がわかった。」（※減々法）とかいています。つまりこの

　この子どもは、「4まいのいろいたでいろいろなきつ

ねができました。」と振り返っています。1年の段階で

は、そのようすを言葉で表すことはもちろん、自分で図

をかくのも難しいので、先生がまとめてくれた板書をタ

ブレットで撮影して「ふりかえり」にしています。

　板書をする際、Bさん、Cさん、Dさん、Eさん、Fさん

は、前の形からどのようにして自分の

形をつくったのかをそれぞれ説明した

はずです。先生は、それらを図形の移

動の仕方として、右のように板書して

います。

　この子どもは、「今日のべんきょうで大じなのは、ボー

ルのうごかしかたがちがうと、しきがちがうくなるという

ことです。こたえは同じです。」と振り返っています。この

ことは、「今日のべんきょう」にとどまらず、算数・数学

の学習全般において

「大事なこと」です。

中 原 忠 男 先 生（ 広 島

大学名誉教授 、日本文教

出版『小学算数』『中学数

学』著作者）が示された

「数学教育における表

　多くの「ふりかえり」は、読んで字のごとく、学習した

ことを子どもたちが振り返ってかいたものです。しかし、

この振り返りのように、学習したことをもとにして今後

の学習について言及することもあります。このような振

り返りは、子どもの学習意欲を喚起できることはもち

ろん、子ども自身が算数の学習に展望を持つとともに、

算数の学習内容を統合的・発展的にとらえることにつ

ながります。

　さて、この振り返りでは、「分数はわり算みたいなも

のだと思った」とかいています。わり算は未習なので、

「みたいなもの」がどういうことかを子どもに確認する必

p.2の解説

p.3の解説

p.4の解説

p.5の解説

子どもは、複数の計算の仕方の中から自分にとってよくわ

かる方法を自分で選択し、計算することができるのです。

　また、計算の仕方の選択には理由があるはずなので、

「どうしてこの仕方のほうがわかったの？」とたずねてみ

たいところです。「ひき算だから、ひいてひいてにした」や

「2ひいて1ひくと、3ひいたことになる」などと答えてく

れるのではないでしょうか。

　さらに、「ほかのとりかたももっとかんがえたい。」と、

さらなる学習への意欲も見せており、大事にしたいとこ

ろです。「とりかた」ではありませんが、「3に何をたした

ら12になるか（捕加法）」を紹介してもよいでしょう。

　この振り返りをかいた子どもは、授業中、友だちの

説明や先生の板書を興味深く聞いたり見たりしていた

のでしょう。「Aさん きつね」の形から、簡単な移動で

いろいろな形に変わっていくのが、よほどおもしろかっ

たにちがいありません。

　また、色板をずらす（平行移動）、回す（回転移動）、

ひっくり返す（対称移動）という操作をして、自分も友だ

ちと同じ形をつくろうとする際、このような振り返りは

大いに役立ちます。さらには、「つぎはもっとまいすうを

ふやしてみたいです。」とかいているように、発展的に

考えていくこともできるのです。

現体系」の図をもとに説明しましょう。「ボールのうごか

しかた」は、教科書では図的表現で示されていますが、

子どもの説明では言語的表現になるでしょうし、授業に

よっては、道具を用いた操作的表現をすることもあるで

しょう。そして、式に表すと記号的表現になり抽象度が上

がります。さらに、「ボールのうごかしかたがちがうと、しき

がちがうくなる」というのは、これらの表現が相互に関係

していること（図中の矢印）にほかなりません。

　この学習が4年の複合図形の面積につながることはす

ぐに想像できますが、ほかの場面でも、いろいろな表現

をうまく使って算数を学習していってほしいものです。

要はありません。ただ、今後の学習とのつながりは、下

のように複雑なので、先生は確認しておきましょう。

6年「分数のかけ算」

12個の 4
1

 は3 個 

式 12× 4
1  =3

12個を同じ数ずつ4つに分ける
（等分除） 

式 12÷4=3

12個を3 個ずつ分ける（包含除） 

式 12÷3=4

3年「わり算」
2下 p.100

 S1.
言語的

表現

 E2.
操作的

表現

 Ⅰ.
図的
表現

E1. 現実的表現

S2. 記号的表現
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3 年 わり算 4 年 折れ線グラフと表

3 年 分数

　この振り返りで、子どもは等分除と包含除のちがいを

見事にとらえています。それを可能にしたのは、「図で書

いてみたりマグネットを動かしたりした」からです。算数

では、このような操作的表現や図的表現によって、子ど

もの理解を図ることが極めて重要です。「数学教育にお

ける表現体系」については、p.15でも述べています。

　そして、「かけ算にすると、違う式になるのもなっと

く！！」というのは、「12個を4人で分ける」と「12個を4

個ずつ分ける」の図をもとに、（1人分の数）×（人数）で

表すと違う式になるから納得できたのでしょう。ところ

が、わり算は12÷4という同じ式で表されます。これに

　　　

  　

　上の図を示して、「2mのテープがあります。色のつ

いたところは何mですか。」と問うたとき、子どもたち

は直前まで全体が1で示された図を用いてたくさんの学

習をしているので、4
1mと答える子どもがかなりいます。

そして、そのように答える子どもは、この振り返りの冒

頭にあるように、「4つに分けた1つ分だから、4
1 mだ」

と説明するでしょう。

　これに対し、「これは2mの4
1 だけど4

1 mではないね」

とか「4
1 mは1mの4

1
 でしたね」と説明しても、子どもは

p.6の解説 p.8の解説

4 年 角と角度p.9の解説p.7の解説

ついて疑問を持つ子どももいると思われますが、この疑

問を解くカギは、やはり図と操作にあります。

　　　　

　　　　　

　

　上の絵で、子どもの手元に残っている は左右どちらも

4個です。等分除は1人に1個ずつ4人に配ると4個必要

となるので、4個ずつ配る包含除と同じ操作とみることが

できます。したがって、どちらも12÷4と表されるのです。

  180°をこえている角の大きさを求めるのが難しい問題

なのは、子どもたちが使っている分度器では直接はかれ

ないからです。そこで、右の

「数学的な見方・考え方」

を使って解決していきます。

　この振り返りをかいた子どもは、最初は360°をもとに

考えたようです。しかしその後、友だちの発表を聞いて、

 180°をもとにしても考えられると気づき、別の求め方も考

えました。このときには、「ほじょせんを使う」ことにも気

づいています。さらに、ほかの「ほじょせんのひきかた」

も考え、90°をもとにする求め方も考え出しています。

　このように、友だちの発表を聞くことによって、考え

を広げていったようすが、この振り返りからはよくわかり

ます。さらには、これらの考え方を比較すると下のよう

に整理することができ、今後どの方法を使うのがよいか

も考えられます。

納得できず混乱するにちがいありません。  

　そこで、まず「 4
1 mは正しいのか？」を考えてみる必

要があります。この振り返りにある「0.5mっていう人」

は1mの半分を小数で表して、0.5mは 4
1 mではない

と説明しています。また、色のついた部分が 4
1 mなら、

全体はその4つ分で 4
4 m＝1mになってしまうことから

も正しくないことがわかります。

　このように、4
1mでは正しくないことを理解してから、

なぜ正しくない答えになってしまったのかを考えれば、

振り返りにあるように、「1mを元に考えないといけな

い」ことにたどり着けるはずです。

[

包
含
除]

[

等
分
除]

　この子どもは振り返りで、折れ線グラフのよさを「変

わり方が一目で分かる」と表現しています。これには2

つの「よさ」が含まれており、「変わり方が分かる」は折

れ線グラフのよさで、「一目で分かる」はグラフ一般の

よさです。折れ線グラフの学習の「ふりかえり」ですから

前者は必須ですが、後者が表現されているのは賞賛に

値します。おそらく、この子どもの頭の中で、これまで

に学習したグラフ（絵グラフ、丸などの記号を用いたグ

ラフ、棒グラフ）が想起されていて、「一目で分かる」と

いうすべてのグラフの共通点と、「変わり方が分かる」

というほかのグラフにはなかった折れ線グラフの特徴が

意識されたと考えられます。

　そして、「変わり方が分かる」という学習は、4年か

ら始まる「C 変化と関係」領域の内容で、中学校数学

の「C 関数」領域へとつながります。ただ、今後算数で

学習するのは、「増え続ける
3 3 3 3 3

」比例のグラフと、「減り続
3 3 3

ける
3 3

」反比例のグラフなので、「増えたり減ったりする
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

」

グラフはここでしか学習しません。だからこそ、上がり

下がりに注目しながら、急なところやゆるやかなところ

に注目して、変わり方をくわしく調べられることが大切

なのです。（下線はp.8のコメントより引用、二重下線

は子どもの振り返りより引用）

90°をもとにする

180°をもとにする
（2つの図は移動すると合同）

360°をもとにする

もとにする角度 補助線 はかる角度

使わない 150°

30°

90°と120°

使う

使う

2m

4上 p.70
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　この振り返りでは、冒頭で自分自身の理解度を記号

(◎･◯･△･×）で示しています。このような今日の学習

についての自己評価は、子どもが自分で学習を自己調

整するきっかけになります。もしも、自己評価が△や×

ならば、今日の学習をもう一度考え直すでしょう。その

際、友だちや先生の考えを聞いて考えることもあります。

　さて、この子どもの今回の自己評価は「◎」でしたの

で、「10倍でもできるなら 100倍、1000000000倍

でもできるかためしたい」という意欲がわいてきたようで

す。この意欲の源は、p.10のコメントにもかかれている

「4年で学習した計算のきまり」です。

　算数で学習した図形をScratchでプログラミングし

て作図するときには、この振り返りにあるように、「自分

の思った通りに動かすことができないときがあるので、

少し難しい」と感じる子どもがいます。

　このようなときには、「図形をかくのは誰か？」という

発想の転換が必要です。これについて、この振り返り

では「ネコが実際に書いていることを考えた」と表現し

ています。p.11のコメントでいうと、「ネコの気持ちに

なって、ネコの目線と進行方向から考える」というところ

です。このように考えることによって、頂点でネコが回

転する角度は、180°から正八角形の1つの角をひいた角

5 年 小数のわり算 6 年 対称な図形p.10の解説 p.12の解説

5 年 正多角形と円 6 年 分数のかけ算p.11の解説 p.13の解説

　　　　　　　　　　

　　　　　

　そして、「で ためしたら　できました」つまり、「被

除数と除数に同じ数をかけても商は変わらない」という

きまりが小数のわり算でも成り立つことがわかったので

す。一方、「計算のとちゅうで0をけせる」ことにも気づ

いており、「被除数と除数を同じ数でわっても商は変わ

らない」というきまりが成り立つことも確かめています。

　このようにして、「ふりかえり」から、既習事項と本時

の内容を統合的に考えられていることがわかります。

度になり「180°－135°＝45°」と考えられるのです。

　このような角は、多角

形の外角とよばれ、中学

校の数学で学習します。

これに対して算数で学

習してきた角は、多角形

の内角とよばれます。

　もちろん、このような数学用語を学習するのがここで

の目的ではありません。大切なのは、子どもがネコの目

線になって考え、それをこの「ふりかえり」のように自分

自身のことばで表現することです。

　この子どもは、「まよった時には、きょくたんな図形を

かけばよい」と表現しています。おそらく、正方形、ひ

し形、長方形に近い平行四辺形をかくと、線対称な図

形と考えてしまいそうだと思ったのでしょう。これらの四

角形の関係については、中学2年で「正方形、ひし形、

長方形が平行四辺形の特別な形である」と学習します。

しかし6年の段階なので、「特別な形」という表現では

子どもは混乱しかねません。それよりも、この子どもの

発見のように、「きょくたんな」図をかいて図形の性質を

考えるという方が子どもにはわかりやすいでしょう。

　そして、この子どもはもう一つ、「正多角形の対称軸

　この振り返りで子どもは、分数×分数の計算を「最初

数直線図でできると思った」とかいています。数直線図

はこれまでの学習で何度も使ってきたので、このように考

えたのも無理はありません。ところが、数直線図ではう

まくいかないことに気づきます。そして、数直線図は前時

の式を立てるときに使ったことを思い出したのでしょう。

　実は、5年の小

数の乗法でも、

立式する際に数

直線図が使われ

ています。

の数と辺の数が同じである」という大発見をしていま

す。教科書では右のよう

な表にかいて調べる学習

を取り上げています。こ

の子どもは、伴って変わ

る数量の関係について

表を使って学習したこと

を想起し、先のきまりを発見したのかもしれません。こ

のように、これまでに算数で多くの内容を学習してきた

 6年生だからこそ、それらを統合的・発展的に考えるこ

とができるのです。

　さて、数直線図ではうまくいかなかったので、この子

どもはこれまでとは違う方法で計算の仕方を考えたよう

です。考える中で、友だちの面積図の考えがよくわかっ

たのでしょう。一方、数直線図と面積図を見比べると、

面積図に変わったのは「ぬれる面積」の方で、「ペンキ

の量」は数直線のままです。つまり、最初に数直線図

で2つの量の関係を考えていたことは決して無駄ではな

く、面積図の理解に役立ったと考えられます。

　このように、算数ではいろいろな図などの表現を使い

ます。それぞれの図の特徴や関係を理解し、振り返りの

最後にかかれているように「使い分ける」ことが必要です。

4上 p.121

外角
内角

6年 p.23

5年 p.41
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「ふりかえり」の役割とは？ 「ふりかえり」による子どもの見取り方、コメントの仕方とは？

　算数の学習を終えた後に、子ども一人ひとりがかく

「ふりかえり」には、どんな役割があるのでしょうか。

子どもと先生とに分けて考えてみましょう。

1. 子どもにとっての「ふりかえり」の役割
○ 学習内容の確認

　「ふりかえり」をかくことで、子どもは授業で学んだ内

容を整理し、自分なりに言語化することができます。こ

れによって、学習したことの理解が深まり、定着が強化

されます。また、「ふりかえり」によって、何がわからな

かったかが明確になることもあり、このことは次の学習

へとつながっていきます。

○ 学びの過程の確認

　「ふりかえり」をかくことによって、子どもたちは、自

分がどのようにして学んだかを確認できます。たとえば、

『今日は自分一人でがんばった』『ほかの人と話してよ

くわかった』『教科書にかかれていたことが役に立った』

『あわてたので間違った』『時間が足りなかった』などの

ように、自分の学習について、自分で確認する機会を

持つことができるのです。このことは、子どものメタ認

知や、学習の自己調整力を育成することにつながり、子

ども自身が、自分の学習を改善しながら学習を進めてい

く力を身につけることにつながります。

○ 自己表現力の育成

　算数の「ふりかえり」をかくことは、子どもが自分の考

えや感情を表現する機会でもあります。したがって、言

語力や自己表現力を育むことにもなり、算数以外の学

習にも波及していきます。

2. 先生にとっての「ふりかえり」の役割
○ 子ども個々の把握

　算数の授業中、先生は子ども個々の学習状況の把握

に努めなければなりません。しかし、授業の時間や子

どもの人数によって、すべてを把握することは難しいこ

とも多くあります。そのような場合でも、子どもの「ふり

かえり」をよむことにより、子ども個々の理解度や困難

点、さらには変容を詳しく把握することができます。と

きには、授業中に把握していたことと、「ふりかえり」に

記述されていることの違いに驚かされることもあります。

○ 個に応じた指導

　子どもの「ふりかえり」に先生がコメントを返すなどし

て、子どもの疑問に答えたり、かかれたことへの評価を

したりすることで、個に応じた指導が実現できます。個

に応じた指導も授業中にできるだけ行うようにするので

すが、「ふりかえり」を活用することで、より一層充実さ

せることができます。

○ 授業の評価と改善

　子どもの「ふりかえり」は、授業を評価する材料にも

なります。たとえば、『学習内容が十分理解できなかっ

た』という趣旨の「ふりかえり」が多い場合、次時は新

しい内容に進まず、復習から始めるという判断ができ

ます。また、『今日の学習をもとに、〇〇もできそう』の

ように、学習内容を発展させる内容の「ふりかえり」が

あった場合は、次時の冒頭で「みんなもできそう？」と確

認してから、発展にチャレンジすることもできます。この

ように、「ふりかえり」を使うと、授業を改善することも

可能となるのです。

1. 「ふりかえり」から子どもの学びを見取る
　子どもたちがかいた「ふりかえり」をよんでいると、同

じようなことばが度々登場することに気づきます。それ

らのことばをキーワードとすると、「ふりかえり」の内容

を下の表のような5つに分けることができます。

キーワード 記述されて
いる内容

わかりました・むずかしかった・
できました・～をやりました・
～を知りました

学んだ事実

〜だからむずかしかった・～だか
ら簡単でした・～なので便利だ・
～なので間違ってしまいました・
～だからわかりやすかった

学んだ事実と
その理由

よくわすれるので～しようとお
もいます・ ～に気をつけよう

学びの
自己調整

〜もあるのですか・～もやってみ
たいです・～はなんというので
すか・ほかにもないか（調べて）
みたいです・自分でも問題をつ
くってみたいです

学びの発展

～も同じです・～とまとめられ
ます・算数は～です

学びの統合

　またこの表は、上から下に向かって「ふりかえり」が

深化していることがわかると思います。この表のような

観点で「ふりかえり」をよんでみると、子どもの学びが

見取りやすくなるでしょう。

2. 「ふりかえり」にコメントする　

　子どもの「ふりかえり」の内容を見取ったら、それに

対するコメントをかくとよいでしょう。子どもにとって先

生からのコメントは、先生が自分の学習に伴走してくれ

ていることの証になると同時に、その子どもの学びを

より深化させるものになります。そのために、以下のス

テップを意識してコメントするとよいでしょう。

　まず、子どもがかいた内容を認める受容的なコメント

をします。たとえば、「すばらしい。その通りだね」「な

るほど、よく考えたね」「よいところに気づいたね」のよう

になるでしょう。個に応じた指導の第一歩になります。

　次に、「ふりかえり」を深化させるコメントをします。

たとえば、「どうしてできないと思ったのかな」「どのへん

がどのように難しかったのかな」のようにコメントをして、

事実の理由が記述できるようにします。また、「これから

は、どのように学習したらよいかな」のようなコメントを

すると、子ども自身の学びの自己調整を促すこともでき

ます。さらには、「～がわかったから、次はどんなことが

調べられるかな」や「これまでの学習をまとめられるか

な」などのコメントによって、子どもの学びの発展や統

合を促すこともできるでしょう。

　ただし、これらのコメントによってすぐに効果が出ると

は限りません。どれくらいの期間でどのように子どもの

学びが変化していくかを把握するためにも、子どもの「ふ

りかえり」と先生のコメントを蓄積することが大切です。

重松・勝美他（2013）．算数の授業で「メタ認知」を育てよう．
日本文教出版．p.42 から一部改変
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「ふりかえり」による個別最適な学びと協働的な学びとは？

 　令和3年の中教審答申で提起された『「個別最適な

学び」と「協働的な学び」の一体的な充実』は、現在進

められつつある教育改革の大きな柱です。

　『「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な

充実』を実現する授業での「ふりかえり」は、どのよう

になるのでしょう。ここでは、『算数授業のススメvol.6

再考・問題解決型学習（「個別最適な学び」と

「協働的な学び」）』勝美芳雄（2022）をもと

に、4年「面積」の「複合図形の面積」の授業

で考えてみましょう。

1. 個別最適な学びとその「ふりかえり」
　これまでの実践では、多くの場合、下のような典型的

な一つの図形の求積が課題とされてきました。（課題 ア ）

　子どもたちは、既習の長方形と正方形の求積公式を

使って個別学習で解決を図り、学級全体での協働的な

学習を経て、

という「まとめ」に至ります。この図形の面積の求め方

は複数あるので、この展開でも、子どもがいろいろな解

決法を考えたり、比較検討したりすることはできます。

　しかし、個別最適な学びをより充実させるために、子

ども一人ひとりが自分で決める要素を多くして、下のよ

うな課題 イ を設定してみてはどうでしょうか。

　　　  　　　

　そして、この課題で授業を進める際には、次のような

点に留意する必要があります 。

●求積方法を考える図形の順序は、子ども一人ひと

りが決める。

●求積方法を考える図形の数は、子どもによって異

なってもかまわない。

●したがって、必ずしもすべての図形の求積方法を考

える必要はない。

●複数の図形の求積ができている子どもには、それら

の方法を比較して共通点や相違点が考えられるよ

う支援する。ただし、そこまで至らない子どもがい

てもかまわない。

●子どもによっては、課題にはない図形の求積を試み

はじめることもあると想定しておく。

　また、この課題の解決では、子どもによって学んだ事

実や学び方の違いが大きいと予想されます。その違い

を明確にするのに有効なことこそ、課題 イ の解決の後

で子どもたちが「ふりかえり」をかくことです。さらには、

その「ふりかえり」を使うことによって、次のように個別

最適な学びの成果を次の協働的な学びにいかすことが

できます。

2. 「ふりかえり」をいかした協働的な学び
　課題 イ の解決による個別最適な学びの後では、たと

えば下のような「ふりかえり」が想定できます。

● 1つだけ面積が求められたけど、同じようにできる

かなと考えているうちに時間がなくなりました。

● 3つの図形の面積が求められました。みんな、長

方形と正方形の公式を使いました。

●図形を切って移動して、大きな長方形にできたら簡

単だけど、うまくできない図形もありました。

●図形によって求め方を変えました。面積をたした場

合とひいた場合があります。

　協働的な学びでは、このような多様な「ふりかえり」

を子ども一人ひとりが発表するとともに、それらをお互

いに聞き合い、他者の学習をお互いに理解することか

ら始めなくてはなりません。そして、自分の「ふりかえ

り」と比較することによって、たとえば、下のように自分

の学習を自己調整できるようになるでしょう。

● 1つしか面積が求められなかったけれど、同じ方法

でできる問題もありそうだからやってみよう。

●図形によって面積をたしたりひいたりしていたけれ

ど、ひく方法の方が計算する回数が少なくて簡単

にできることがある。

　このような子どもどうしの相互啓発こそ、「ふりかえ

り」をいかした協働的な学びです。そして、これらのよ

うな自己調整の成果は、さらに次の個別学習にもいか

されるようになるでしょう。

　さて、これまでこのような協働的な学びは、下のよう

な従来の教室環境で、先生を介した子どもたちの問答

による授業として実践されてきました。

　しかし、このような授業は多くの時間を要します。ま

た、一人ひとりの子どもが、ほかの子どもの「ふりかえ

り」をすべて参照することはできません。

　そこで、このようなときにこそ活用したいのが、次頁

で述べるICT環境です。

「算数授業
  のススメ」

のような
図形の面積の
求め方を
考えよう。

ア
1cm

1cm

下のような図形の面積の求め方を考えよう。

イ

 のような図形の面積は、長方形や正方形を
もとにして考えれば求めることができる。

https://www.nichibun-g.co.jp/data/education/sansu-susume/sansu-susume006/
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ICT環境を活用した「ふりかえり」とは？ 「ふりかえり」と「ぐるぐるの図」の関係とは？

　前頁の最後で述べたように、「ふりかえり」をいかし

た協働的な学びを行う際には、ICT環境を活用すると、

紙のノートやカードへの「ふりかえり」では難しかったこ

とが実現しやすくなります。

　ICT環境を活用した実践で、子どもたちにどんな変容

があったかについて、論説『算数科の授業における振り返

りの共有に関する研究：第5学年「小数の除法」の授業に

おける振り返り活動の分析』西島大祐・清水紀宏

（2023）．福岡教育大学紀要72-3．pp.11-20

で明らかにされていますので紹介しましょう。

　ここでは、「小数の除法の意味」及び「小数の除法の計

算の仕方」を学習する2回の授業について、それぞれの

授業の最後に次のような活動が設定されています。

1 子ども一人ひとりが、タブレット端末に配付された

フォームにそれぞれの時間のポイントとなる考え方

を入力し送信する（ 3分間）。

2 学級全体で全員の振り返りを大型TVで見て共有

する（ 2分間）。

3 子ども一人ひとりが、「友だちの振り返りから学ん

だこと」を学習プリントに記述する（ 3分間）。

　そして、 3 の「友だちの振り返りから学んだこと」の

うち、変容のあったものを次の3つに分類しています。

●付加 … 他者の振り返りから自分ではかいていな

かった視点や方法を取り入れているもの

●強化 … 他者との共通点を発見し、自分の考えに自

信を持っているもの

●簡潔 …自分で具体的に列挙していた考えについて

要点を簡潔にまとめているもの

　これらの分類について、記述した子どもの人数、具

体的な記述例、及び筆者の考察が下記のように挙げら

れています。

　このように、協働的な学びでICT環境を活用するこ

とによって、短時間で子ども一人ひとりが他者の「ふり

かえり」から学ぶことができます。さらには、このような

子ども一人ひとりの学びを、先生が明確にとらえること

ができるのです。

1. ぐるぐるの図

　上の図は、学習指導要領解説などで示されている、

いわゆる「ぐるぐるの図」で、算数は数学的活動を通し

て学習することを表しています。ここには2つの活動が

あり、「ぐるぐるの図」の左半分は「日常の事象から見

出した問題を解決する活動」、右半分は「算数の学習

場面から見出した問題を解決する活動」になります。

　そして、両方の活動に含まれるBとCが、教科書などを

使った主に教室での授業です。つまり、これまで多く実践

されてきた「ふりかえり」は、この図にあてはめると、「結

果」の後に子どもたちがかいたものに該当します。

2. 「ふりかえり」で「ぐるぐるの図」をまわす
　「ぐるぐるの図」には、次の2点が付記されています。

※これらの過程は、自立的に、時に協働的に行い、そ

れぞれに主体的に取り組めるようにする。  

※それぞれの過程を振り返り、評価・改善することが

できるようにする。

　そこで、「ふりかえり」の内容が、「ぐるぐるの図」のど

こを評価・改善するのかを、教科書にかかれている「ふ

りかえり」の例で考えてみましょう。

● B、Cを見直す「ふりかえり」…りくさん、ゆいさん

多くの子どもがかく「ふりかえり」です。自分の学習

を自己調整し、知識・技能の定着を促します。

● D1に向かう「ふりかえり」…さくらさん

算数と生活の関係が意識され、学習の意義が実感

できます。下学年では特に多く出てきます。

● D2に向かう「ふりかえり」…そうたさん

学習内容を統合・発展させます。学びの可能性が広

がり、以降の学習につながります。

　このように、「ふりかえり」をいかすことによって、数学

的活動を通した学習を子どもたちが主体的に進められる

ようになるのです。

論説

付加（計算の意味：33名中18名、計算の仕方：32名中11名）

強化（計算の意味：33名中8名、計算の仕方：32名中7名）
簡潔（計算の意味：33名中2名、計算の仕方：32名中8名）

具体的な記述例
・小数も整数と同じようにすること。
・小数を整数になおすと良い。

具体的な記述例
・数直線で比例の関係の成り立ちを考えることが

とても大切。
・やっぱりみんな、整数に直してやる方法を書いて

いた。整数に直した方がときやすい。

筆者の考察
数学的な見方・考え方や、その時間の数学的表
現のよさについて自覚している姿が確認できた。

[

左
半
分]

[

右
半
分]

筆者の考察
多くの子供たちは他者の振り返りを見る際に、自
分の考えとの相違、よりよい視点や方法に着目し
ていることが分かる。

3上 p.46

6年 p.141

https://fukuoka-edu.repo.nii.ac.jp/records/2555


1 年「たしざん」のふりかえり
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算数、今日のふりかえり
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